








胎児は,子宮内で母親から種々の物質が供給され,生後の発育に利用されるが,未熟児では

これらの物質の体内蓄積が十分でないうちに出生するため,生後の供給が十分でないと欠

乏症状を呈することがある。 

微量元素の中でも亜鉛や銅は未熟児で欠乏を来しやすい元素であり,亜鉛が低下するとア

ルカリフォスファターゼが低下し,銅の欠乏では骨粗鬆症様の変化や骨端部の杯状の変化

をきたし,未熟児のくる病を予防するためには,亜鉛や銅についても検討を加える必要があ

る。 

われわれは,未熟児の中でも特に微量元素の欠乏をおこしやすい超未熟児の亜鉛と銅の代

謝につき検討した。 


